
アンサンブル遊聲

1986 年、細川俊夫作曲による声明と雅楽のための「観想の種子」がイタリアで初演されるにあた

り結成されたアンサンブルが、同作品の改訂版「新・観想の種子」の初演（1995 年ドイツ）を機に、

団体名を「アンサンブル遊聲」と改称。今日まで 30 年以上にわたって、国内外で活動している。

海老原廣伸（声明）、芝祐靖（龍笛）、宮田まゆみ（笙）を中心メンバーに、そのときどきで演奏

者を入れ替えながら活動しており、これまでに、雅楽・声明・ハープの第一人者たち約 20 人が参

加している。最近の公演は（2019 年 3 月札幌）、海老原廣伸・室生述成・末廣正栄・日吉円順（声明）、

宮田まゆみ（笙）、中村仁美（篳篥）、伊崎善之・〆野護元（龍笛）、長澤真澄（箜篌）の 9 名によっ

て行われた。アンサンブル遊聲は、最も古くから伝わる日本の伝統音楽である声明・雅楽を、過去

の遺産ではなく、現在も進化し、さらなる発展の可能性のある音楽として紹介することを目的に活

動している。声明、雅楽の古典曲、細川俊夫の代表作の一つである「新・観想の種子」をはじめと

する現代作品の演奏の他、レクチャーなどを通して、声明、雅楽の普及に努めている。イタリア（リ

ミニ国際音楽祭、ペルージア、ＭＩＴＯ音楽祭）、フィンランド（クフモ室内楽フェスティバル、

ムジカ・ノヴァ・ヘルシンキ）、ドイツ（メンヒェングラートバッハ、フライブルク、ドナウエッ

シンゲン音楽祭、チュービンゲン、ダルムシュタット音楽祭、ベルリン、ケルナー・フィルハーモ

ニー）、オーストリア（ウィーン・モデルン、ザルツブルク・モーツァルテウム国際夏期アカデミー、

ザルツブルク・ビエンナーレ、ザルツブルク・フェスティバル）、フランス（ノルマンディーの十月、

アカント音楽祭）、スイス（ルツェルン音楽祭、ダヴォス）など、ヨーロッパ各国で演奏している。

海外ツアーは 20 回以上を数え、その多くが文化庁や国際交流基金のサポートを得て開催されてい

る。
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